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2023 年 11 月 9 日 
日本板硝子株式会社 

 

2024 年３月期 第 2 四半期決算概要 
 

⚫ 前年同期比で増収増益を継続し、上期業績予想を上回る。純損失を計上した前年同期から黒字に転換 

⚫ 想定を上回る上期業績を踏まえ、通期利益予想を上方修正。リーマンショック以降で、営業最高益を目指す 

⚫ 中期経営計画「リバイバル計画 24 (RP24) 」に基づく「3 つの改革」と「2 つの重点施策」が順調に進捗、

RP24 最終年として引き続き「財務基盤の回復」を推進。自己資本比率は 12％超 

⚫ 来期から開始する次期中期経営計画は、4 つの「D」をキーワードにさらなる収益力強化、財務基盤改善を目指

し策定中 

 

1．2024 年 3 月期 第 2 四半期決算 

⚫ 第 2 四半期 (7-9 月期) の売上高は 2,122 億円 (前年同期比+145 億円、+7.3%) 、営業利益は

115 億円 (同+53 億円、+85.5%)  

⚫ 累計の売上高は 4,202 億円 (前年同期比+445 億円、+11.9%) 、営業利益は 260 億円 (同+116

億円、+80.3%) と、増収増益を継続し、上期業績予想を上回って着地。売上高および営業利益は主に建

築用ガラス事業および自動車用ガラス事業で改善。エネルギー価格下落と販売価格改善が寄与 

⚫ 金利上昇に伴い金融費用が 140 億円に増加する一方、第 1 四半期にはジョイント・ベンチャーの所有するロ

シア子会社の売却に伴い金融債権の減損損失の戻入益 37 億円と、投資に対する減損損失の戻入益 12

億円を計上。純利益*は 98 億円となり、多額の減損損失により純損失を計上した前年上期から黒字に転換 

(前年同期比+486 億円、前年同期は 388 億円の損失)   

⚫ 自己資本比率は 12.6% (前期末比+2.4pt) に回復 

 

<損益計算書および財務指標> 

  

 

  

   

売上高 1,977 2,122 145 3,757 4,202 445

営業利益 62 115 53 144 260 116

営業利益率 3.1% 5.4% +2.3pt 3.8% 6.2% +2.4pt

個別開示項目 (純額) △ 473 11 483 △ 449 3 452

個別開示項目後営業利益 (△損失) △ 411 125 536 △ 305 263 568

金融費用 (純額) △ 37 △ 77 △ 39 △ 66 △ 141 △ 75

持分法適用会社に対する

金融債権の減損損失の戻入益
- - - - 37 37

持分法による投資損益 10 12 2 32 22 △ 11

持分法投資に関する

その他の利益 (△損失)
5 △ 0 △ 5 △ 7 11 19

税引前利益 (△損失) △ 434 61 494 △ 345 193 539

当期利益 (△損失) △ 403 30 433 △ 370 105 475

純利益 (△損失)* △ 412 27 439 △ 388 98 486

EBITDA 161 226 65 342 480 138

フリー・キャッシュ・フロー 34 130 97 △ 95 △ 186 △ 91

2023年

3月期

2024年

3月期

累計（6か月）

2023年

3月期

2024年

3月期
差異

(億円)

7-9月期（3か月）

差異

2023年

3月末

総資産 9,514 10,018 504

親会社の所有者に帰属する持分 970 1,265 295

自己資本比率 10.2% 12.6% +2.4pt

  (億円) 増減
2023年

9月末

*親会社の所有者に帰属する当期利益（△損失） 
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＜各事業の概況＞ 

建築用ガラス事業 欧州で販売数量が減少したが、その他の地域での強い需要により増収。原材料とその
他コスト上昇の影響を受けるが、エネルギー価格の下落と販売価格改善もあり増益。
太陽電池パネル用ガラスの需要も堅調継続、12 月からマレーシアの新設備での生産
開始を予定 

自動車用ガラス事業 全地域で増収増益。自動車生産制約の緩和に伴い、販売数量が増加。原材料およ
びその他コスト上昇の影響を転嫁するための価格改善交渉も引き続き進展 

高機能ガラス事業 IT 市場減速の影響を受け減収。原燃材料およびその他コスト上昇および売上構成の
悪化により減益 

 

   

 

 

2．2024 年 3 月期 業績予想 

⚫ 当初想定を上回る上期実績を踏まえ、通期利益予想を上方修正。2008 年のリーマンショック以降で、営業

最高益を目指す 

⚫ エネルギー価格の落ち着きを想定するが、インフレ拡大等でのコスト増加は継続。金利上昇に伴う潜在的な景

気後退などのリスクにより事業環境は依然不透明。金融費用も増加を見込む 

⚫ RP24 の最終年にあたり、引き続き全社的なコスト削減、高付加価値製品拡大、価格改善に努め、収益性

改善に注力 

 

<業績予想> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-9月期 累計 7-9月期 累計 7-9月期 累計

売上高

　建築用ガラス事業 965 1,821 972 1,929 7 108

　自動車用ガラス事業 903 1,719 1,043 2,052 139 333

　高機能ガラス事業 102 202 99 199 △ 3 △ 3

　その他 7 15 8 22 2 7

　売上高合計 1,977 3,757 2,122 4,202 145 445

営業利益

　建築用ガラス事業 66 155 99 218 33 63

　自動車用ガラス事業 △ 10 △ 17 31 63 41 80

　高機能ガラス事業 25 57 19 40 △ 6 △ 17

　その他 △ 19 △ 51 △ 34 △ 61 △ 15 △ 10

営業利益合計 62 144 115 260 53 116

(億円)
2023年3月期 2024年3月期 前年同期比

*親会社の所有者に帰属する当期利（△損失） 
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3．リバイバル計画 24 (RP24) に基づく構造改革施策の主な進捗、次期中期経営計画の策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 広報部  Tel：03-5443-0100 


